童心の〈ユートピア〉 : 鈴木三重吉の児童歌劇学校構想 by 周東 美材















































































年の創刊時の発行部数は 10,000 部、そのうちの 7,000 部を卸し、残りは会員のもとに届けられ
ている。7,000 部のうち２割が返品と計算されていた（鈴木 1938: 352）。発行部数は急速に増え、































































　会は盛況であり、雨にもかかわらず 1,700 余りの客席は満員になったという。入場料は 10 円、
５円、２円 50 銭、１円、50 銭と高額だった。招待席が 150 席あったので、これも金になって

























































































　鈴木の 1925（大正 14）年１月 12 日付の書簡には、次のような記述がある。これは、1923（大








独立した家を１軒借りたいと思ひます。その電話購入費 2,000 円、敷金 1,000 円、設備 500
円で合計 3,500 円を一度に貸していたゞきたい。これは１ヶ年貸して下されば、次の音楽会
の利益で、月額 350 円づゝ、10 ヶ月でお返し出来ます。
　音楽会といふのは、私がドイツへ４ヶ年間留学さした、作曲家の成田爲三君が数日前帰朝。











劇場を作る前提です。だんだんに、少女 20 名、少年 10 名ぐらゐの高等な小劇団を作るつも
りです。地方を音楽会をして歩けば、会場は学校を借りるのだし、成田のほかに、毎回臨時
に女の声楽家２人、男のヴアイオリン家を１人傭つて行くので、いくら少くても月に 600 円
以上の利益が上ります。６箇月の練習期間に、ピアノ１台 1,000 円、設備 500 円入要。ほか











紙を送った 11 日後の 1925（大正 14）年１月 23 日に、同じ加計正文に宛てた手紙には、音楽
団体の経営はリスクが高く友人に諌止されたと断ったうえで、次のように書かれている。
16　1920（大正９）年の国会議員の報酬が年額 3,000 円（週刊朝日編 1988: 71）、小学校教員の初任給が月額





































































































となった。また、展覧会開会中の４月 10 日から 20 日を「赤い鳥デイ」とし、毎日先着 1,000
名に『赤い鳥』１冊がみやげとして渡された。募集の呼びかけは多くの反響を得て 20,000 点
の応募作が集まり、優秀作 378 点が展示されることとなった 23。
23　無記名，1925.6，「通信」『赤い鳥』14（6）: 148-56．







　新宿園の開園当初の入園料は 10 銭であったが、1925 年１月からは 50 銭に引き上げられ













25　町会の 50 年史には、わずかながら新宿園の思い出が記されている（50 年誌発行委員会 1982）。
図 6　新宿園跡地
（2012 年 9 月 20 日筆者撮影）
図 7　花園神社境内にある町内神輿倉庫































































「目今抱へてゐる、20 数名の女優と 20 名の音楽部員と７名の教師とを全部放逐」せざるをえ
ない花月園側の運営上の問題があった。そこで花月園は、『赤い鳥』において注目を集めてい
た鈴木に児童歌劇学校の創設を依頼し、花月園少女歌劇再建の道を探った。だが、この計画も、
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